
新
島
基
金
に
ょ
る
新
島
講
座
に
つ
、

て

し

0
第
四
回
新
島
講
座

昨
年
十
二
月
七
日
(
火
Y
九
日
(
木
)
両
日
に

わ
た
り
、
現
在
、
イ
ギ
リ
ス
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
に

お
け
る
日
本
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
し
て

お
ら
れ
、
そ
の
広
い
視
野
と
学
殖
に
支
え
ら
れ
た

数
々
の
す
ぐ
れ
た
業
績
を
通
し
て
、
す
で
に
斯
界

の
碩
学
と
し
て
定
哥
あ
る
、
ロ
ン
ド
ン
大
学

(
S
O
A
S
)
教
授
・
日
本
研
究
所
所
長
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
.
ジ
エ
ラ
ル
ド
・
ビ
ー
ズ
リ
ー
博
士
を
迎

え
、
公
開
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

(
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
に
講
演
模
様
を
掲
載
)

演
題
0
外
国
に
お
け
る
日
本
研
究
1
そ
の
課
題
と
方
法

十
二
月
七
日
(
火
)
午
後
一
時
三
0
分

於
同
志
社
大
学
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

0
一
九
世
紀
後
半
以
降
に
お
け
る
英
国
人
の
日
本

イ
メ
ー
ジ
の
歴
史
的
変
遷

!
,
ー

十
二
月
九
日
(
木
)
午
後
一
時
三
0
分

於
、
同
志
社
大
学
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

セ
ミ
ナ
ー

0
明
治
維
新
に
つ
い
て
1
比
較
歴
史
的
考
察
1

十
二
月
七
日
(
火
)
午
後
四
時
三
0
分

於
、
同
志
社
大
学
有
終
館
第
一
会
議
室

講
演
.
セ
ミ
ナ
ー
と
も
多
く
の
聴
衆
を
迎
え
、
特

に
セ
ミ
ナ
ー
は
予
定
時
間
を
一
時
間
ち
か
く
も
延

長
し
て
熱
心
な
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
(
昭
和
五
十
八
年
)
七
月
頃
、
ア
メ

り
力
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
教
授
、
セ
オ
ド
ア
・
 
J

ロ
ウ
ィ
博
士
を
迎
え
第
五
回
新
島
講
座
が
開
催
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

東
京
公
開
講
演
会

咋
年
十
一
月
十
三
日
(
士
)
東
京
・
ヤ
マ
ハ
ホ

ー
ル
(
中
央
区
銀
座
七
丁
目
九
1
十
四
)
に
て
、

東
京
倫
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
学
校
法
人
同
志
社
新
島
講
座
第
三
回
東

京
公
開
講
演
会
な
ら
び
に
同
志
社
大
学
人
文
科
学

研
究
所
第
十
一
回
公
開
講
演
会
を
合
同
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

新
島
講
座
な
ら
び
に
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究

所
で
は
、
我
が
国
の
学
術
、
文
化
の
発
展
に
資
す

る
た
め
、
現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
を
と
ら
え

て
、
か
ね
て
か
ら
公
開
講
演
会
を
開
催
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

十
三
時
三
0
分
か
ら
始
ま
っ
た
講
演
会
は
、
上
野

総
長
な
ら
び
に
西
田
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究

所
所
長
の
あ
い
さ
つ
、
杉
井
同
志
社
大
学
人
文
科

学
研
究
所
教
授
の
司
会
で
、
笠
井
昌
昭
教
授
、
安

岡
重
明
教
授
の
順
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
題
な
ら
び
に
講
師

0
縁
起
絵
巻
の
世
界

1
日
本
人
の
信
仰
に
関
連
し
て
ー

(
ス
ラ
イ
ド
使
用
)

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
、
笠
井
昌
昭
氏

0
財
閥
の
家
憲
と
華
族
の
家
憲

ー
と
く
に
財
産
管
理
に
つ
い
て
ー

同
志
社
大
学
商
学
部
教
授
、
安
岡
重
明
氏

ー
ー
!
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東
京
公
開
需
会
も
今
回
で
三
回
目
を
迎
え
、
聴

衆
も
さ
き
の
第
一
回
、
第
二
回
同
様
多
く
の
方
々

を
迎
え
成
功
の
う
ち
に
終
り
ま
し
た
。

態
の
研
究
L
 
柔
寺
譜
店
、
「
天
神
縁
起
の
歴

史
」
雄
山
倒
、
共
著
と
し
て
「
古
代
の
造
形
」
芸

然
夫
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

笠
背
昭
教
授
倫
演
は
、
平
安
時
代
か
ら
室
町

時
代
に
か
け
て
画
か
れ
た
鯵
]
物
、
と
り
わ
け
信

貴
山
鴛
鯵
を
中
心
に
、
ス
ラ
ぢ
ド
を
使
用
し

て
觧
説
、
あ
わ
せ
て
稲
荷
神
社
暴
神
社
、
社

殿
、
神
使
の
由
来
を
含
め
寺
院
や
神
社
の
器

利
生
.
霊
験
に
つ
い
て
日
本
人
の
神
・
仏
に
対
す

る
信
仰
に
か
か
わ
る
興
味
あ
る
内
容
の
誠
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
同
教
授
の
主
要
禁
冒
は
、
「
信
貨
山
縁
起

ー
゛
ー
゛
ー
゛
!
゛

び
同
族
全
家
、
高
級
使
用
人
の
笥
、
財
産
お
よ

び
財
所
有
者
に
対
す
る
諸
制
限
等
の
共
通
点
、

相
窯
に
つ
い
磊
さ
れ
、
先
生
の
研
究
成
巣
が

多
く
含
ま
れ
た
誠
演
で
し
た
。

同
教
授
の
主
要
鷲
凶
に
は
、
「
日
本
封
建
経
済
政

策
史
論
」
有
斐
開
、
「
財
閥
形
成
史
の
研
究
L

、
て

ネ
ル
ヴ
ァ
腎
房
、
「
財
閥
の
経
営
史
L
 
日
本
経
済

新
聞
社
、
編
著
と
し
て
「
日
木
財
閥
経
営
史
・
三

井
財
閥
L
日
本
経
済
新
闘
社
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

違

匙

忠

、

U

、

次
に
安
岡
研
教
授
は
、
明
治
時
代
に
け
け
る
財

閥
と
準
族
の
財
馨
理
に
つ
い
て
財
閥
会
一
井

)し

家
.
安
田
家
・
住
友
家
・
鴻
池
家
)
華
族
(
伊
達

家
.
近
衛
家
)
の
家
愆
を
具
体
的
に
尓
さ
れ
各
家

ご
と
の
財
産
の
運
営
、
保
全
の
取
り
決
め
、
お
よ

な
お
、
今
年
(
昭
和
五
十
八
年
)
十
一
月
十
二
日

(
土
)
、
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル
に
て
第
四
回
東
京
公
開
講

＼ノ

演
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

、^紹介一

竺井昌昭教授

会場風景

安岡重明教授
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